
油 ヶ 淵

高　浜　川

長
田
川

あぶらがふち

お
さ
だ
が
わ

た か は ま が わ

冠水注意
かんすいちゅうい

新

川

し
ん
か
わ

この内水ハザードマップは、碧南市長の承認を得て、同市所管の2,500分の1都市計画基本図を複製して調製しました。（７碧都計第１３９号）

縮尺：1：7,500
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西端（南）地区
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水の　深さの　見方
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　この　マップは　下水道計画区域（下水道が　できている区域）で　大雨が　降ったときに　どこが　水に　つかる
かもしれないか　また　どのくらい　深く　水に　つかるかを　示した　地図です。この　地図を　見て　逃げる　道を
たしかめて　ふだんから　準備を　して　ください。
・ １時間に　147 ミリの　とても　多い　雨が　降ったときに　水に　つかる　ところと　水の　深さを　示して　います。

・ 下水道の　整備の　ようすなどを　考えて　下水道計画区域で　内水氾濫（町の　中の　水が　あふれること）が　起き
たときの　ようすを　コンピューターで　計算して　示して　います。

・ 色が　ついていない　ところでも　雨の　降り方に　よっては　水に　つかる　ことが　あります。

・ この　地図では　想定より　もっと　多い　雨や　洪水（川の　水が　あふれること）　高潮（海の　水が　高くなること）
津波（高い　波が　来ること）は　考えて　いません。そのため　実際に　水に　つかる　ところや　水の　深さが
地図と　違う　ことが　あります。

内水ハザードマップ（町の　中の　水が　あふれること）に　ついて
な い す い は ざ ー ど ま っ ぷ まち なか みず

※ 災害の　種類や　災害の　大きさに　よっては　開かない　避難所も　あります。 開いている　避難所は　市から　送られる

「へきなん　防災メール」　「碧南市　LINE公式アカウント」　または　市の　ホームページ　ケーブルテレビ　KATCH　Pitch FM

などで　調べて　ください。

78 西端小学校校舎 上町3-1

番号 施設名 所在地

79 西端小学校グラウンド 上町3-1

80 西端中学校校舎 神田町3-10

81 市営三度山住宅 三度山町2-7

82 トリーハイツ西端 古川町1-1

83 農業者コミュニティセンター駐車場 神田町2-6

84 西端保育園園庭 札木町3-202

85 特別養護老人ホームシルバーピアみどり苑 油渕町3-50

86 油ヶ渕地域運動広場（未整備） 湖西町4丁目

一時
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○
○
○
○
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×
○
○

26 西端小学校体育館 上町3-1
27 西端中学校体育館・柔剣道場 神田町3-10
28 西端区事務所 半崎町3-60
29 農業者コミュニティセンター 神田町2-6
30 西端下区民館 油渕町1-1
31 西端保育園 札木町3-202

内水

番号 施設名 所在地 内水

番号 施設名 所在地 内水

17 西端小学校グラウンド 上町3-1
18 油ヶ渕遊園地 油渕町2-72
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○：使えます　　　×：水に　つかるため　使えません

注：高潮や　洪水が　起こる　おそれが　あるときは　使うことが　できません。

○：使えます

注：高潮や　洪水が　起こる　おそれが　ある　ときは　使うことが　できません。

○：使えます　　　×：水に　つかるため　使えません

注：高潮や　洪水が　起こる　おそれが　ある　ときは　使うことが　できません。

災害が　起きた　あと　家に　帰ることが　できない　人が　一時的に　生活する　ところです。

火事が　大きくなった　ときに　たくさんの　人が　逃げることが　できる　ところです。
すべて　外に　ある　施設です。

災害が　起きたとき　一時的に　命を　守るために　逃げる　ところです。

西端地区　避難施設（逃げる　ところ）一覧
＜ほかの　地区の　避難施設（逃げる　ところ）へ　逃げることも　できます。＞
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雨の　強さと　降り方 出典：気象庁　平成29年9月
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